電子天秤の使い方
重量を測定することは、すべての実験の原点である。この時点で秤量を誤るとその後導かれる測定結果すべてに影響することになる。
最近では、広く電子天秤が使われている。電子天秤は、以下に述べるように高精密機器である。十分注意して天秤を使用すること。
１．電子天秤の原理

本実験で用いる天秤は、最も一般的な「電磁力補償式天秤(電磁式)」である。以下にその原理を示す。
図1は、フレミングの左手の法則 (親指…磁力方向、人指し指…磁場方向、中指…電流の方向) により、電磁力Fが誘起されることを示したものである。
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図1

① 磁束密度Bを生ずる永久磁石の両極間に導線を置き、この導線に電流Iを流すと、導線には上向きの力Fが働く。
② F、B、Iが互いに直角になれば、次の関係が成り立つ。
F = l・B・I
天秤においては、lは磁界中の導線の長さで一定であり、磁界の強さも一定であれば、上式は力Fと電流Iが比例関係にあることを示しており、高い直線性が得られることになる。
　図2は力Fが働き、平衡状態にあることを示している。
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図2

① 位置検出器は絶えず導線の位置を監視しており、皿の上の測定物を乗降させるたびに、導線の位置が元の状態になるまで電流調節器で導線に流れる電流を増減する。
② 「平衡状態を保持させている電流」は、「測定物の重量」に比例することになる。
③ したがって、測定物に働く重量Wと、磁石に発生する力Fは等しく、力Fは電流Iに比例することから、重量に比例した電流が測定値として得られる。電磁式天秤はこれらを応用して重量を測定するものである。
　以上のように、電磁式電子天秤は高い精度を期待でき、安定性、信頼性が高い測定器である。
２．天秤の校正
重力加速度を考慮するため、天秤を初めて使用する前に校正する必要がある。校正に用いる分銅は計量法で基準器公差と検定公差が決められている。基準分銅の取り扱いには次の点に注意する。
① 基準分銅の不必要な使用を避け、磨耗・汚染・損傷を最小限に留める。
② 基準分銅をもとに、実用の校正用分銅を用意する。
③ 基準分銅は温度、湿度の変化が少ない場所で密閉容器中に保管する。
④ 保持部が木製かプラスチック製のピンセットもしくは鹿皮を用いて取り扱う。
《ただし、本実験では、予め実験開始前に校正 (あるいは、機種によって自動校正) されているので、とくに上記のような校正作業を行う必要はない。》

３．天秤の使用法及び注意事項
① 電子天秤の使用法

未知の試料の重量を測定する場合について説明する。
　1). 通常、ウォーミングアップのため、実験開始前に電源が入れられている。もし、入っていない時には、ディスプレイスイッチ (機種により異なる) を押し、約30分待つ。
　2). 天秤の上皿にパラピン紙を置き、扉を閉める。しばらくして、測定値が一定になったら、スイッチ (ディスプレイスイッチと共用、またはTAREスイッチ) を押す。このとき、表示が0.0000となる。
　3). 試料は普通右扉より挿入し、皿の中央部にのせる。扉を閉めた後、値が一定になるのを待つ。試料は、静かにのせること。
　4). 使用後は清掃して左右の扉を閉じ、スイッチを押して0.0000としておくこと。コンセントをぬいてはならない。
② 注意事項

　1). 天秤は水平になるよう調製して設置してあるので、絶対に動かさないよう注意すること。
　2). 試料をこぼしたら、すぐに清掃すること。
　3). 天秤皿に直接試料を置いてはならない。必ず、パラピン紙、時計皿等を置いてその上に試料をのせること。
　4). 必ず天秤の左右両扉を閉じて秤量すること。
　5). 試料をのせるときにはピンセット等を用い、素手でのせない。
　6). 天秤室の窓は暑くても開けないこと。
　7). 天秤室への入室は、天秤台数と同人数までとする。 
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